




































































































































































































































































































Ｆ：一通り見てみて、最初の方は 1行とか 2行が多かったけど、最後の方は 3行まで書け
ていたり、「～線」が多くなっていた気がして、たくさん書けて良かったなと思いました。
2年生になっても続けていきたいなと思いました。
－ 77 －
（26）
　学習者Ｃ～Ｆは、「書くこと」を苦手とする者であった。いざ書こうとしても、思いを言
語化することに苦手意識があり、問いに対する自分の記述内容が正解なのか不正解なのかに
こだわっている様子が見受けられた。しかし、1年間の自分の記述内容の振り返りからは、
「書くこと」への認識の変化を見取ることができる。少しずつではあるが、1年の終わりに
は「書くこと」への抵抗感が少なくなってきたように思われる。
　また学習者Ｇ～Ｊは、「書くこと」そのものにはあまり抵抗がなく、読んだ作品に対して
表現することが好きな者たちであった。表現不十分なところもあり「書くこと」の力として
は課題が残る者もいるが、自己の「書くこと」の力の変化を感じ取り、自己の思いを表現す
ることの価値を捉えることができている。
⑶　「読むこと」の力の変容を実感できる
Ｇ：この国語ノートを振り返り感じたことは、自分はこの 1年で本当に文を書くのが上手
になったということです。その理由はまず一つ目に「というと」の使用回数を減らしたこ
と、二つ目に接続詞を積極的に使うこと、そして三つ目は句読点の付け方を学んだことで
す。この三つを気をつけて上手になりました。
Ｈ：いろいろとこの一年でわかることが多くなったなと思った。今は自分らしさが出てい
る気がするのでいいと思う。初めは自分らしさというものが違うと思っていたけど、今は、
思ったことが書けるようになって良かったと思う。
Ｉ：こういった学習記録でも、最初から見ていると、詳しく細かく書いているし、前まで
の自分とは予想をくつがえすようになっているのでびっくりしました。
学習記録を見ていると、おもしろいことを書いていたり、語彙力のなさとか色々あって、
とりあえず 1年が過ぎるのが早いと思いました。
Ｊ：先生は成長したとおっしゃられましたが、私はというと表現力をふりしぼって毎回書
いていたため、同じ単元では学習内容の先回りもしてしまい（そんなつもりはありません
でした。本当に）ネタが尽きて危機を感じていました。
このノートを書く時間といい、自由な表現のできる先生の授業はとても楽しかったです。
Ｋ：最初の目標の「自分の考えをもって、書いたり話したりできるようにする」では、学
習記録を見るかぎり、自分の考えをもって書くことはできるようになったと思います。
Ｌ：この一年間を振り返ってみると、最初の時は感想がなかなか上手に書けなかったり、
自分の考えがあっても、それを文章にすることができなくてとても大変でした。でも、今
－ 76 －
（27）
Ｍ：ノートの最初の方を見返してみると、最近書いた文章とは目に見えて文字数が変わっ
たなあと思いました。僕は国語の、登場人物の心情を読み取ったり、著者の考えや伝えた
いことを考えるのが苦手でした。それでも、この毎回のノート提出のおかげで、よりその
ことに関して考えれるようになったし、良かったなあと思っています。
国語総合では自分の弱い部分を見つけてそれを強くしていけた、とても楽しい時間でした。
　学習者Ｋ～Ｍは、じっくり時間をかけて作品内容や、その世界を受け取る自己について向
き合ってきた。授業者の実感として、彼らに対しては、毎回もっと十分に書く時間を設けた
かったという思いが残っている。毎時間ノートに向かう姿は真剣そのもので、作品の細部ま
で読み込んで自己の考えを形成することができていた。上記からは、学習者自身も「読むこ
と」の質の変化を自覚できていることがわかる。1冊のノートに自分の思いを書きためてき
たからこそ、得られたものであると言える。
5．おわりに
　大村はまは子どもたちに「学習記録」を書かせるねらいについて、以下のように述べてい
る（注1）。
　　書くことの基本的な力を養うことです。書き方、よい文章、そういうものを載せている
土台作りといったらよいかと思います。よく言われることばでいえば、筆不精をなくすこ
とです。私の妙な言い方をお許しいただけるなら、心の中を文字にすることです。
　学習者の毎時間の記述内容から、「書くことの基本的な力を養うこと」「筆不精をなくすこ
と」は実現できたと考えている。このことは本実践における成果である。また、本実践では
「読むこと」の力を育成することをねらいとし、毎時間「学習記録課題」を提示してきた。
実験的な取組ではあったが、学習者の記述内容と照らし合わせてみると、「読むこと」の質
を徐々に高めていくという点において、有効であったと考える。また、学習者自身が「書く
ことを続ける」ことの意義を実感できており、授業者のねらいは達成できた。さらに、文章
の上手・下手ではなく、考えて書くことが評価されるというこの活動は、すべての学習者が
認められ安心して学べる時間であり、「学び直し」を願って入学してきた前任校の学習者に
は必要な時間であったと思われる。
では教科書の内容から登場人物の感情を書いたり、そこから自分の考えも少しだけど書け
るようになりました。気にしてはいなかったけど、ノートを見直してみると、よく分かり
ます。真剣に授業に取り組むことができて良かったです。
－ 75 －
（28）
　しかし、表現することの楽しさや意義を実感させながら、より深い思考力を育む手立てと
するためには「学習記録課題」の設定方法について、更なる研究が必要である。本実践では、
措定した「読むこと」の力と「学習記録課題」との整合性の検討も不十分であった。また、
年度途中で「読むこと」の力の変容を授業者が見取ることと、それに基づく目標の設定・修
正も必要であったと思われる。合わせて今後の課題としたい。
注
⑴　大村はま（1984）『大村はま国語教室　第 12 巻』筑摩書房　p.76
 （かねこ　もえ・岐阜県立長良高等学校）
－ 74 －
（29）
